
単元の目標

小単元 時 学習内容 観点別評価規準例

春のおとずれの

生物のようす

1 ○春のおとずれの生物の様子を観察

して、気付いたことを話し合う。

【態度】

身近な動物や植物について一年間を

通して学んだことを学習や生活に生

かそうとしている。

〈行動観察・発言分析・記述分析〉

◎季節と生物⑦春のおとずれ　（指導時期３月・1時間）

動物を探したり植物を育てたりしながら、動物の活動や植物の成長の様子と季節の変化に着目し

て、それらを関係付けて、身近な動物の活動や植物の成長と環境との関わりを調べることを通し

て、それらについての理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付けるとともに、主に既

習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力や生物を愛護する態度、主体的

に問題解決しようとする態度を養うことができるようにする。

●動物の活動は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあること。

●植物の成長は、暖かい季節、寒い季節などによって違いがあること。

●身近な動物や植物について追究する中で、既習の内容や生活経験を基に、季節ごとの動物の活

動や植物の成長の変化について、根拠のある予想や仮説を発想し、表現すること。


